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原
子
力
人
材
育
成
に
係
る
産
学
官
連
携
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
、
原
子
力
人
材
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

二
〇
年
度
報
告
会
が
二
月
一
六
日
に
約
一
二
〇
名
が

参
加
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
原
子
力
教

育
に
お
け
る
遠
隔
ツ
ー
ル
の
活
用
を
テ
ー
マ
に
、
小

原
徹
氏
（
東
京
工
業
大
学
先
導
原
子
力
研
究
所
教
授
）

の
も
と
、
パ
ネ
ル
討
論
が
行
わ
れ
た
。

　

喜
連
川
優
氏
（
国
立
情
報
学
研
究
所
所
長
・
東
京

大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
大
学
教
育
に
お
け
る

「
対
面
か
ら
遠
隔
へ
の
転
換
」
支
援
策
を
披
露
。
行

政
機
関
や
全
国
の
大
学
・
高
専
な
ど
と
連
携
し
て
遠

隔
講
義
で
の
著
作
物
の
無
償
利
用
が
可
能
と
な
っ
た

成
果
を
紹
介
。「
学
び
の
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
り
つ
つ

あ
る
」
と
し
て
、
今
後
も
Ｉ
Ｔ
技
術
を
通
じ
た
高
等

教
育
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
述
べ
た
。

　

若
林
源
一
郎
氏
（
近
畿
大
学
原
子
力
研
究
所
教
授
）

は
、
研
究
炉
を
用
い
た
実
習
に
関
し
、
研
修
生
の
旅

費
と
原
子
力
規
制
の
課
題
を
あ
げ
、
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス

テ
ム
を
通
じ
研
究
炉
を
持
た
な
い
国
に
も
原
子
炉
実

験
の
機
会
を
提
供
す
る
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機

関
、
本
部
は
ウ
ィ
ー
ン
）
の
取
組
み
を
手
本
と
し
た

原
子
炉
遠
隔
実
習
シ
ス
テ
ム
を
披
露
。
現
場
で
の
実

習
に
替
わ
る
有
効
な
手
段
と
し
て
期
待
を
寄
せ
た
。

　

高
田
英
治
氏
（
富
山
高
等
専
門
学
校
教
授
）
は
他
校

へ
も
配
信
す
る
原
子
力
人
材
育
成
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
紹
介
、
今
後
の
課
題
と
し
て
コ
ン
テ

ン
ツ
の
充
実
と
若
手
高
専
教
員
の
裾
野
拡
大
を
あ
げ

た
。
ま
た
、
各
国
若
手
の
育
成
に
向
け
た
原
子
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
ク
ー
ル
（
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
に
関

わ
る
中
園
雅
巳
氏
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
局

上
級
知
識
管
理
官
）
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
た
国
際

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
上
で
、
地
域
間
の
時
差
が
最
大

の
問
題
と
指
摘
。
一
般
参
加
者
を
交
え
た
討
論
で
は
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て
も
質
疑
が
あ
っ
た
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
設
立
か
ら
十
年
を
迎
え
、
そ
れ

ぞ
れ
初
代
の
運
営
委
員
長
と
事
務
局
長
を
務
め
た
服

部
拓
也
氏
（
原
産
協
会
顧
問
）
と
筆
者
（
サ
ン
・
フ

レ
ア
校
長
）
が
当
時
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
発
足

四
ヶ
月
後
に
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
が
発
生

し
新
た
な
課
題
に
対
応
し
て
き
た
経
緯
を
語
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
日
本
誘
致
に
貢
献
し
た
花
光

圭
子
氏
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
機
構
）
が
仏
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
。「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
実
習
が
続
い

て
い
る
こ
と
は
意
義
深
い
」
と
日
本
が
主
導
す
る
原

子
力
人
材
育
成
の
取
組
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、

両
市
出
身
の
偉
大
な
物
理
学
者
（
そ
の
二
）
を
紹
介

し
た
い
。
エ
ル
ヴ
ィ
ー
ン
・
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー

は
一
八
八
七
年
に
ウ
ィ
ー
ン
に
生
ま
れ
、
一
九
〇
六

年
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
入
学
し
て
物
理
学
を
専
攻
、

二
二
才
で
博
士
号
を
取
得
し
た
。
卒
業
後
は
、
同
大

学
第
二
物
理
学
教
室
の
助
手
を
務
め
る
。
第
一
次
大

戦
で
兵
役
を
務
め
た
後
、
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
な

ど
の
大
学
で
電
気
学
、
光
学
な
ど
の
研
究
に
従
事
。

二
一
年
に
チ
ュ
ー
リ
ヒ
大
学
の
理
論
物
理
学
教
授
に

就
任
し
て
量
子
力
学
の
研
究
に
取
り
組
み
、
量
子
の

ミ
ク
ロ
な
運
動
を
記
述
す
る
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー

方
程
式
を
導
出
し
た
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
あ

な
た
の
仕
事
の
ア
イ
デ
ア
は
真
の
天
才
の
証
明
で

す
！
」
と
手
紙
の
中
で
賞
賛
。
二
七
年
に
は
ベ
ル
リ

ン
大
学
理
論
物
理
学
教
授
に
就
任
、三
三
年
に
は
デ
ィ

ラ
ッ
ク
と
と
も
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し

た
。
ナ
チ
ス
の
台
頭
に
よ
り
英
国
に
亡
命
し
、
五
六

年
に
祖
国
に
戻
り
ウ
ィ
ー
ン
大
学
特
別
教
授
に
就
任
、

五
八
年
に
大
学
を
退
官
。
普
遍
的
教
養
を
持
ち
、
著

作
も
広
範
囲
に
わ
た
っ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

　

一
方
、
一
九
〇
六
年
に
東
京
に
生
ま
れ
た
朝
永
振

一
郎
は
、
一
三
年
に
京
都
市
に
移
り
、
三
高
か
ら
京

都
帝
国
大
学
に
進
み
、
物
理
学
科
卒
業
後
は
同
科
の

副
手
に
着
任
す
る
。
湯
川
秀
樹
と
は
中
学
、
高
校
、

帝
大
、
就
職
と
も
同
期
。
三
一
年
、
仁
科
芳
雄
の
誘

い
を
受
け
、
理
化
学
研
究
所
仁
科
研
究
室
の
研
究
員

に
着
任
、
マ
グ
ネ
ト
ロ
ン
の
発
振
機
構
の
研
究
等
を

行
う
。
独
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
留
学
し
、
ハ
イ
ゼ
ン
ベ

ル
ク
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
場
の
量
子
論
等
を
学
ぶ
。

四
一
年
、東
京
文
理
科
大
学
（
現
・
筑
波
大
学
）
教
授
。

四
七
年
、
量
子
電
磁
力
学
の
発
散
の
困
難
を
解
消
す

る
た
め
繰
り
込
み
理
論
を
発
明
し
、
理
論
値
が
実
測

値
と
一
致
す
る
結
果
を
得
た
。
こ
の
業
績
に
よ
り
、

六
五
年
に
シ
ュ
ウ
ィ
ン
ガ
ー
、
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
と
共

同
で
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
。
教
授
と
な
っ
て

か
ら
も
東
京
大
学
の
五
月
祭
で
特
技
の
ド
イ
ツ
語
に

よ
る
落
語
を
演
じ
る
な
ど
、
洒
落
っ
気
が
多
か
っ
た
。

五
六
年
か
ら
六
一
年
に
は
東
京
教
育
大
学
長
、
六
三

年
か
ら
六
九
年
に
は
日
本
学
術
会
議
会
長
に
就
任
。

晩
年
は
中
学
校
な
ど
で
も
講
演
を
行
い
、
自
然
科
学

の
啓
蒙
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
学
生
時
代
に
デ
ィ
ラ
ッ

ク
著
の
「
量
子
力
学
」（
朝
永
振
一
郎
他
訳
）
を
勉

強
し
て
い
た
が
、「
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
猫
」

と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
難
し
く
て
よ
く
理
解
で
き

な
か
っ
た
。
今
月
も
両
市
出
身
の
偉
大
な
物
理
学
者

を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、

編
集
部
に
撮
影
を
お
願
い
し
た
ウ
ィ
ー
ン
大
学
中
庭

回
廊
に
あ
る
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー
記
念
像
の
写
真

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
杉
本
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杉
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杉本純の原子力の話Ⅱ 「ウィーンと京都」 の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています ：  http://wattandedison.com/Sugimoto.html
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https://www.jaif.or.jp/journal/japan/6658.html
近畿大学が構想する原子炉遠隔実習システムのイメージ

テロ犠牲者追悼碑
ウィーン１区で昨年11月２日夜
に発生したテロの現場には、犠
牲者のために花や蝋燭、花輪な
どが数多く捧げられた。記憶にと
どめるためウィーン市はこれらを
ウィーン博物館とオーストリア歴
史ハウスに保管した。また芸術
家はこれらを材料にして作品を
作った。２月下旬、現場にテロ
犠牲者追悼の記念碑が置かれ、
ウィーン市長と１区区長により除
幕式が行われた。ウィーン交響
楽団吹奏四重奏団がブルックナ
ーとバッハの作品を演奏した。


